簡単な要約です。
第15回メディア英語学会の理事会で、Yukakoが事業報告を行い、学会誌のオンライン化が2025年度から開始されることが発表されました。会議では投稿規定と公開規定の改正について議論され、即時オープンアクセスの実施やCC BY 4.0ライセンスの採用が提案されました。会員の移動に関する承認事項や第16回年次大会の開催地選定についても検討が行われました。
次のステップです。
· Manabu: 前回理事会の議事録を来週の頭までに作成する
· Yukako: 社員総会議案書の回数と参加人数の確認を行う
· Yukako: 社員総会議案書の英語教育メディア研究分科会の活動計画を吉原先生と確認する
· 理事会メンバー: 学会誌電子ジャーナル化に関する公開規定について、気づいた点を金曜日までに報告する
· 理事会: 学会誌公開規定を総会に提出する
· 西日本地区の理事: 第16回年次大会の開催について検討する
概要
第15回メディア英語学会理事会
会議では、第15回メディア英語学会の理事会が開催され、Yukakoが事業報告と収支決算について報告した。会議の議事録はまだ完成しておりませんが、来週頭までに完成予定であることが確認された。学会誌のオンライン化が2025年度から実施されることが発表され、紙媒体の発行は今回が最後となることが決定された。会議では各研究分科会の回数確認と参加者数の報告が必要であることが議論された。
オンライン化規定改正会議
会議では、オンライン化に伴う投稿規定と公開規定の改正について議論されました。Manabuは、現在の投稿規定（1条から17条）と新しい公開規定（18条以降）の分離について説明し、依頼原稿の分類や電子ジャーナル化への対応について言及しました。Yoshihiroは、即時オープンアクセスを実施し、著作権を著者に移管すること、CC BY 4.0ライセンスを採用することを提案しました。倫理規定については、人を対象とする研究に関しては審査委員会の承認が必要であることが確認されました。
商品確認と会員管理会議
会議では、商品の内容確認と書き方について意見を求め、金曜日までにフィードバックを提供することが決定された。会員の移動について、溝渕会員と宮岡会員の退会が承認され、金沢純会の会員継続が確認された。令和六年度の夏セミナーは中止となったが、講師には謝礼を支払い、会員獲得の機会として今後検討することになった。第16回年次大会の開催地については西日本での開催を検討中で、会場と方針を決定する必要がある。会議の最後に、公開規定と投稿規定をホームページに掲載することが決定された。

